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・問題解決の秘訣・心身の健康・新時代に必要な情報・信頼できる人との出会い・世界家族の仲間入り

I' MRA~際会議レポート ー~1三
百
五
十
名
が
参
加
し
た

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

第
二
回

M
R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際

セ
ミ
ナ
ー
は
、
三
月
十
九
日
と
二
十

日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

長
年
和
解
と
復
興
の
基
盤
と
な
る
国

民
相
互
の
信
頼
作
り
や
、
モ
ラ
ル
と

民
主
主
義
の
啓
蒙
活
動
を
各
国
で
行

な
っ
て
き
た

M
R
A
は
、
国
連
主
導

の
総
選
挙
を
直
前
に
控
え
た
昨
年
三

月
に
第
一
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
和
平
の
た
め
の
信
頼
作
り
」

を
開
催
し
た
。
九
つ
の
政
党
の
代
表
、

明
石
国
連
代
表
代
理
、
学
生
、
僧
侶
、

=fill 白固凶同ぬ拘~喝さ＇7]}固鴎包きます＝二

「社会変革の鍵となる心の変革J

共催

国際MRAカンボジ戸協会

カンボジア人権協会

口会場：ホテル・カンボジアーナ

口日時： 1994年3月19日（土）～20日（日）

N
G
O
の
代
表
な
ど
二
百
名
が
参
加

し
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
宅
和
を

望
む
熱
い
発
言
が
相
次
ぎ
、
選
挙
で

m
w
%
に
及
ぶ
高
い
投
票
率
を
も
た
ら

し
た
庁
ピ

l
プ
ル

・
パ
ワ

1
の
勝
利
。

を
予
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

参
加
者
の
多
く
は
、
新
政
府
の
閣

僚
に
就
任
し
た
り
国
会
議
員
に
選
出

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
中
心

に
モ
ラ
ル
に
基
づ
い
た
国
造
り
を
推

進
し
よ
う
と
の
気
運
が
高
ま
り
、
国

際
M
R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
協
会
（
レ
ニ

1
・
パ
ン
会
長
・

I
M
A
J
ニ
ュ
ー

ス
ぬ
札
参
照
）
が
昨
年
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
国
連
撤
退
後
の
カ
ン
ボ
ジ
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吟

持
一
ι
J
T
子

催

河

バ

一

謹

関

川

駅

塚

で

ぺ

副

大

ン

zu
ア

）

な

ω

崇

ド

と

川

本

、

べ

濃

い

九

堀

議

U
W

仰

王

拾

変

札

香

H
H

念
日
記
旦
粁

H

M
灯
」
寸
一
報
一
和
切

ア
人
自
身
の
手
に
よ
る
復
興
と
変
革

に
役
立
つ
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

要
請
が
同
協
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
権
協
会
（
カ
シ
・
ヌ
ウ

会
長
）
の
後
援
を
得
て
今
回
の
開
催

に
至
っ
た
。
趣
旨
に
賛
同
し
て
昨
年

同
様
会
議
場
を
無
償
提
供
し
て
く
れ

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
唯
一
の
五
つ
星
ホ
テ

ル
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

l
ナ
」
は
、
学
生
、

僧
侶
、
女
性
団
体
や
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な

ど
の

N
G
O
、
ア
メ
リ
カ
大
使
、
イ
ン

ド
大
使
、
日
本
大
使
館
星
山
一
等
書

記
官
、
八
ヵ
国
二
十
人
以
上
の
海
外

代
表
な
ど
三
百
五
十
名
で
埋
ま
っ
た
。

自怠肉寄
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汚
職
退
治
に
取
り
組
む
サ
ム
・

レ
ン
シ

l
経
済
・
財
政
相

ユ
ス
・
フ
ッ
ト
師
の
祈
り
で
始
ま

っ
た
開
会
式
で
は
、
海
外
滞
在
中
の

シ
ア
ヌ

l
ク
国
王
、
ラ
ナ
リ
ッ
ト
、



フ
ン

・
セ
ン
両
首
相
に
代
わ
っ
て
シ

リ
ウ
ッ

ト
副
首
相
兼
外
相

（
シ
ア
ヌ

l
ク
国
王
実
弟
）
が
基
調
講
演
を
行

な
っ
た
。

同
氏
は
昨
年
の
選
挙
で
脅

し
を
は
ね
の
け
て
投
票
に
出
か
け
た

国
民
の
勇
気
を
称
賛
す
る
一
方
、
「国

全
体
を
森
に
例
え
ば
、
木
と
木
が
対

立
し
て
い
て
も
同
じ
森
に
属
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
全
て
の

対
立
を
対
話
に
置
き
換
え
よ
う
」
と

訴
え
た
。

「
民
主
主
義
と
経
済
発
展
に
必
要

な
、
透
明
性
と
責
任
の
あ
る
社
会
を

築
く
た

め
に
」
と
い

う
テ

l
マ
で
行

わ
れ
た
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
サ
ム

・

レ
ン
シ

l
経
済
・
財
政
相
が
議
長
を

務
め
た
。
就
任
以
来
、
積
年
の
腐
敗

や
密
輸
経
済
退
治
、
税
制
や
法
体
系

の
整
備
な
ど
根
本
的
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
同
相
に
対
し
、
旧
政
権
の

官
吏
や
華
僑
系
マ
フ
ィ
ア
は
追
い
落

と
し
を
計
っ
た
が
、
一
般
市
民
は
彼

に
大
喝
采
を
送
り
、
シ
ア
ヌ

l
ク
国

王
も
支
援
を
表
明
し
て
き
た
。「
社
会

の
上
か
ら
下
ま
で
腐
敗
が
浸
透
し
て

い
る
。
試
験
を
合
格
さ
せ
て
賄
賂
を

強
要
す
る
教
師
ま
で
い

る。

府
汚
職
。

は
、
法
、
正
義
、
民
主
主
義
に
反
す

．学生、 NGO閑係者など350人が出席し、立ち見客も出たホテノレ・カンボジアーナ

．第1セッションの議長を務めたサム・レンシー経済 ・財政相。フランス留学中
にMR Aに出会い、国立銀行副総裁を務めるソムラ夫人と共にこれまでに数々の
MR A会議に参加している

． 

る
だ
け
で
な
く
、
市
場
経
済
や
外
国

の
投
資
基
盤
を
足
許
か
ら
崩
し
、
致

命
的
打
撃
を
与
え
る
経
済
的
コ
ス
ト

（
損
失
）
で
も
あ
る
。
こ
の
問
題
に
メ

ス
を
入
れ
ず
し
て
国
の
再
建
は
有
り

得
な
い
L

と
訴
え
る
と
、
会
場
は
万

雷
の
拍
手
に
沸
い
た
。
続
い
て
発
言

し
た
チ
ェ
ン

・
パ
ン
国
会
財
政
金
融

委
員
長
は
旧
政
権
の
財
政
省
に
属
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
相
の
改

革
に
公
然
と
反
対
し
て
き
た
犬
猿
の

仲
。
し
か
し
こ
の
日
は
、
「
汚
職
の
対

応
に
は
モ
ラ
ル
の
力
が
必
要
L

と
エ

ー
ル
を
送
り
、
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

清
潔
な
政
治
家
と
し
て
英
国
の
キ
ャ

リ
ン
ト
ン
外
相
か
ら
庁
ミ
ス
タ
ー

－

ク
リ
ー
ン

。
と
呼
ば
れ
た
ソ
ン

・
サ

ン
元
首
相
（
枢
密
院
議
員
）
が
、
「
私

益
で
は
な
く
公
益
（
カ
マ
ン

・
グ
ッ

ド
）
を
求
め
る
こ
と
が
急
務
し
と
唱

え
た
こ
と
も
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
重

み
を
与
え
た
。

ポ
ル
ポ
ト
派
を
変
え
る
た
め
に

先
ず
自
分
の
心
を
変
え
よ
う

「
国
民
和
解
の
重
要
性
と
実
現
」
と

い
う
テ

l
マ
で
、
行
わ
れ
た
第
二
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
イ

エ
ン

・
モ
リ
情
報

相
が
議
長
を
務
め
た。

同
相
は
セ
ミ

ナ
ー
の
数
日
前
か

ら
海

外

日

者

の
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入
会
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郵
便
振
替
口
座

東
京
八
｜
三
八
二
八
九

口
座
名
社
団
法
人

国
際
M
R
A
日
本
協
会

会
員
の
皆
様
に
は
、
①
内
外
の

M
R
A

国
際
会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
参
加

し
て
外
国
の
方
々
と
交
流
し
て
い
た
だ
く

機
会
の
提
供
、
②
機
関
誌
l
M
A
J
ニュ

ー
ス
等
の
送
付
、
③
講
演
会
、
月
例
会
等

の
ご
案
内
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

－
世
界
家
族
の
仲
間
入
り

－
信
頼
で
き
る
人
と
の
出
合
い

．
新
時
代
に
必
要
な
情
報

－
心
身
の
健
康

・
問
題
解
決
の
秘
訣

事
業
の
拡
大
と
事
務
局
基
盤
整
備
の
た

め
に
特
別
協
力
年
会
費
制
度
一
口

5

0
、

0
0
0
円
（
寄
付
扱
い
・
年
額
）
を
設
け

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
資
料
を
事

務
局
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

東
京
五
｜
四
一
三
六
六
五

社
団
法
人
国
際
M
R
A
日
本

協
会
特
別
協
力
年
会
費

口
座
名



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
国
営
テ
レ
ビ
で
何

度
も
放
映
し
た
他
、

M
R
A
を
通
し

て
戦
後
の
独
仏
の
和
解
に
貢
献
し
た

イ
レ

l
ヌ
・
ロ

l
夫
人
の
生
涯
を
描

い
た
ビ
デ
オ
（
ク
メ

1
ル
語
）
の
三

度
目
の
放
映
も
な
さ
れ
た
。
十
年
前

に
カ
ナ
ダ
の

M
R
A
関
係
者
か
ら
の

手
紙
が
き
っ
か
け
で
イ
ン
ド
シ
ア
難

民
を
助
け
る
会
（
現
一
難
民
を
助
け

る
会
）
を
作
っ
た
八
十
歳
を
超
え
る

相
馬
雪
香
さ
ん
が
、
ご
主
人
を
亡
く

し
た
最
初
の
海
外
訪
問
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
他
の
参
加
者

に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。
「
ポ
ル
・

ポ
ト
派
の
心
を
変
え
る
こ
と
は
可
能

で
す
か
？
」
と
い
う
フ
ロ
ア
ー
か
ら

の
質
問
に
対
し
、
「
そ
れ
は
可
能
で
す
。

そ
れ
に
は
先
ず
自
分
の
心
を
変
え
る

こ
と
で
す
」
と
力
強
く
応
え
た
。
英

国
下
院
外
務
副
委
員
長
ジ
ム
・
レ
ス

タ
l
議
員
は
、
政
府
の
政
策
に
反
し

て
長
年
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
と
交
流
し

て
き
た
が
、
「
労
働
党
議
員
の
父
と
保

守
党
の
自
分
は
考
え
を
異
に
し
て
い

た
が
、
議
会
で
は
お
互
い
を
尊
敬
し

て
政
治
を
行
な
っ
た
」
と
、
政
党
政

治
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
今
回
は
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
ス
マ

1
議
員
（
仏
）
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ド
ッ
ク
議
員
（
豪
）

も
参
加
し
た
が
、
い
ず
れ
も
長
年
カ

ン
ボ
ジ
ア

．

わ
っ
て
き
た
良
心
派

の
外
交
通
、
利
権
や
内
政
の
都
合
で

外
交
に
手
を
出
す
一
方
、
肝
心
の
時

に
は
庁
国
会
重
視
。
の
建
前
で
釘
付

け
に
な
っ
て
し
ま
う
日
本
の
政
治
家

と
は
、
質
も
動
機
も
違
う
こ
と
が
歴

然
と
感
じ
ら
れ
た
。
十
年
前
に
小
田

原
の

M
R
A
会
議
に
出
席
し
た
へ

ン
・
モ
ニ
・
チ
ェ
ン
ダ
師
は
、
「
殺
す

な
、
盗
む
な
、
嘘
つ
く
な
」
と
い
っ

た
仏
教
の
教
え
は
、
元
々
戦
乱
後
の

和
平
形
成
時
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
、
仏
教
に
基
づ
く
国
民
和
解
を

訴
え
た
。
パ
タ
ン
パ
ン
の
寺
院
で
寺

小
屋
や
社
会
事
業
を
行
な
っ
て
い
る

同
師
は
、
十
二
才
で
初
め
て
幼
稚
園

に
入
れ
た
少
女
が
や
っ
と
笑
顔
を
取

り
戻
し
た
と
、
教
育
再
建
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

自
ら
の
弱
点
を
変
革
の
原
動
力

と
し
て
活
か
す

「
紛
争
が
続
く
世
界
に
対
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
貢
献
」
と
い
う
テ

l
マ
で

行
わ
れ
た
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ウ

ン
・
フ
ッ
ト
教
育
相
が
議
長
を
務
め

た
。
同
相
は
「
地
獄
を
見
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
変
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
自
ら
の
弱
点
を

認
識
し
て
、
そ
れ
を
変
革
の
原
動
力

と
し
て
活
か
し
て
い
く

・

1

述
べ
た
。
他
の
紛
争
地
域
に
役
立
つ

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
資
質
は
何
か
と
い
う

問
い
に
対
し
、
私
は
以
下
の
こ
と
を

挙
げ
た
。
（

1
）
第
二
次
大
戦
中
タ
イ

と
共
謀
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
西
部
三
州

を
タ
イ
に
割
譲
さ
せ
た
日
本
に
対
し
、

賠
償
請
求
権
を
放
棄
し
た
寛
大
さ
と

許
し
。
（

2
）
十
年
前
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
会
っ
た
僧
侶
が
「
わ
が
国
が
失
っ

た
最
も
大
き
な
損
失
は
、
国
土
で
も
、

人
命
で
も
な
く
、
何
が
正
し
く
何
が

間
違
っ
て
い
る
か
と
い
う
善
悪
の
判

断
を
失
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
建

て
直
す
た
め
に
手
を
貸
し
て
欲
し
い
」

と
訴
え
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
苦
し
み
の
中
か
ら
本
質
を
見
極

め
る
力
。
（

3
）
最
近
カ
ン
ボ
ジ
ア
代

表
を
迎
え
た
経
団
連
幹
部
が
「
唯
一

の
資
源
で
あ
る
人
的
資
源
が
汚
職
で

汚
染
さ
れ
て
い
る
我
が
国
に
比
べ
、

お
国
に
お
か
れ
て
は
既
に
汚
職
な
ど

に
大
胆
な
対
応
を
始
め
て
お
ら
れ
る
」

と
評
価
し
た
抜
本
的
改
革
へ
の
取
り

組
み
。
そ
し
て
、
今
世
紀
最
大
級
の

悲
劇
を
経
験
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民

が
、
ひ
た
向
き
に
生
き
て
い
る
姿
が

私
自
身
も
含
め
て
世
界
中
の
人
々
の

生
き
方
を
変
え
て
く
れ
た
こ
と
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
。

御礼

今回のセミナー開催のために、ご寄付をお寄せいた

だいた多くの方々にこの誌面をお借りして心よりお

礼を申し上げます。この他にも会場となったホテル

が趣旨に賛同して昨年同様会場費を無料にしてくれ

たり、カンボジア外務省やNGOが送迎や無料奉仕

のボランティアの派遣などの支援を行なって下さい

ました。このような国際的なチームワークなくして

今回のセミナーの開催は実現し得なかったと思われ

ます。有り難うございました。

""". 
・第2セッションのパヰ、リスト。（右から）ジム・レスター議員（英）、アラン・
テート（仏）、イエン・モリ情報相（カンボジア）、相場雪香、チフ・クス（元U
NTA C通訳）、エド・エスピリト（比）
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自
ら
の
経
験
を
率
直
に
語
る

指
導
者
た
ち

「
思
想
の
力
一
誰
が
正
し
い
か
で
は

な
く
、
何
が
正
し
い
か
L

と
い
う
テ

ー
マ
で
行
わ
れ
た
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
チ
ェ
ン
・
パ
ン
国
会
財
政
金
融
委

員
長
（
前
出
）
が
議
長
を
務
め
た
。

ソ
ン
・
ス

1
べ
l
ル
国
会
副
議
長
（
ソ

ン
・
サ
ン
氏
次
男
）
は
「
国
民
に
仕

え
る
の
が
議
員
の
役
割
。
人
を
責
め

る
よ
り
も
先
ず
自
ら
変
わ
る
こ
と
L

と
し
て
、
兄
貴
風
を
吹
か
し
て
い
た

弟
に
謝
り
家
族
の
和
解
か
ら
始
め
て

い
る
経
験
を
述
べ
た
。
こ
う
し
た
指

導
者
の
率
直
な
発
言
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

が
、
ソ

i
・
ケ
ン
副
首
相
兼
内
務
大

臣
の
開
会
式
に
お
け
る
講
演
で
あ
っ

た
。
（
堀
本
崇
氏
の
レ
ポ
ー
ト

9
ペ
ー

ジ
参
照
）

党
派
の
異
な
る
指
導
者
が
、
次
々

と
自
ら
の
体
験
や
改
革
へ
の
真
剣
な

努
力
を
語
る
の
を
、
将
来
こ
の
国
を

背
負
う
で
あ
ろ
う
こ
の
国
唯
一
の
大

学
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
学
生
多
数
が

聞
き
入
り
、
直
接
質
問
を
投
げ
か
け

る
光
景
は
、
日
本
の
現
状
と
比
較
し

て
も
羨
ま
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
ソ
ル
・

ケ
ン
副
首
相
な
ど
一
部
を
除
い
て
こ

れ
ま
で
触
れ
た
指
導
者
は
皆
、
留
学

生
、
難
民
、
亡
命
者
、
修
行
僧
で
あ

っ
た
時
期
に

M
R
A
に
出
会
っ
た
。

長
年
こ
れ
ら
の
人
々
の
就
職
、
進
学
、

住
宅
の
問
題
か
ら
、
家
庭
や
結
婚
生

活
に
至
る
ま
で
親
身
に
相
談
に
乗
っ

て
き
た
各
国

M
R
A
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
や
裏
方
を

担
っ
て
い
る
姿
に
は
、
た
だ
た
だ
頭

の
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

めカ
らン
れボ
るシ

息方

針
午後
助型
け示

参
加
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
中
か

ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
青
年
協
会
代
表
が

七
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
聞
か
れ
る

M

R

A
ア
ジ
ア
太
平
洋
青
年
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
す
る
他
、
女
性
団
体
イ
ン
ド

ラ
・
グ
ル
ー
プ
代
表
が
ス
イ
ス
、
コ

ー
の
世
界
大
会
参
加
を
検
討
し
て
い

る
。
か
つ
て
、
敗
戦
で
打
ち
ひ
し
が

れ
た
日
本
の
人
々
が
、

M
R
A
を
含

む
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し

て
国
造
り
の
理
念
や
モ
ラ
ル
を
謙
虚

に
学
び
、
多
く
の
国
々
の
助
け
で
立

ち
上
が
る
こ
と
が
出
来
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
も

P
K
O
や
復
興
特
需
と
い
っ

た
一
過
性
の
助
け
で
は
な
く
、
自
力

復
興
に
対
す
る
息
の
長
い
手
助
け
を

最
も
必
要
と
し
て
い
る
。

－

（
藤
田
幸
久
）

第
二
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
セ
ミ
ナ
ー
主
な
参
加
者

－
仏
教
界

ユ
ス
・
フ
ッ
ト
師

へ
ン
・
モ
ニ
チ
工
ン
ダ
師

・
政
府

F
U
l
フ
ン
シ
ン
ベ
ツ
ク
党

c
p
p
l人
民
党

B
L
D
P
1仏
教
自
由
民
主
党

ノ
口
ド
ム
・
シ
リ
ウ
ッ
ト

副
首
相
兼
外
相
（
F
U
）

ソ
！
・
ケ
ン
副
首
相
兼
内
相
（
C
P
P
）

サ
ム
・
レ
ン
シ
｜
経
済
・
財
政
相
（
F
U
）

サ
ム
・
ソ
ム
ラ
（
チ
ユ
ー
ロ
ン
）

国
立
銀
行
副
総
裁
（
F
U
）

ウ
ン
グ
・
フ
ッ
ト

教
育
・
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
相
（
F
U
）

イ
エ
ン
・
モ
リ
情
報
相
（
B
L
D
P
）

ケ
ッ
ト

・
ス
ク
ン

女
性
問
題
庁
長
官
（
B
L
D
P
）

－
国
会

ソ
ン
・
ス
｜
ベ
ー
ル国

会
副
議
長
（
B
L
D
P
）

オ
ム
・
ラ
ザ
デ
ィ
外
交
委
員
長
（
F
U
）

チ
ェ
ン
・
パ
ン
財
政
金
融
委
員
長
（
C
P
P
）

－
枢
密
院

ソ
ン
・
サ
ン
議
員

元
首
相
（
B
L
D
P
）

－N
G
O
 

ミ
ィ
・
サ
メ
デ
イ（

カ
ン
ボ
ジ
ア
赤
十
字
副
総
裁
）

力
シ
！

・
ヌ
ウ

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
権
協
会
会
長
）

ダ
イ
・
ラ
タ
（
イ
ン
ド
ラ
・
デ
ビ
協
会
代
表
）

オ
ン
グ
・
ブ
テ
ィ（

カ
ン
ボ
ジ
ア
青
年
協
会
代
表
）

レ
二
｜
－
パ
ン

（国際
M
R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
協
会
会
長
）

－
外
国

ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
ス
マ
｜
（
国
会
円

、フ－フンス）

ア
ラ
ン
・
テ
｜
卜
夫
妻

（M
R
A
イ
ン
ド
シ
ナ
担
当
理
事
、
フ
ラ
ン
ス
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
セ
｜

（
事
務
局
長
、
フ
ラ
ン
ス
）

ジ
ム
・
レ
ス
タ
ー

（
国
会
議
員
、
イ
ギ
リ
ス
）

デ
ビ
ッ
ト
・
チ
ャ
ナ
｜

（M
R
A
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表
、
イ
ギ
リ
ス
）

ア
ラ
ン
・
チ
ャ
ナ
ー（

農
業
技
師
、
イ
ギ
リ
ス
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ド
ッ
ク

（
国
会
議
員
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

マ
イ
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン

（M
R
A
専
従
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

チ
ヤ
ー
ル
ス
・
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ

（
ア
メ
リ
カ
大
使
）

ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
八
ム（

元
外
交
官
、
ア
メ
リ
カ
）

ス
ピ
口
ス
・
ス
テ
フ
｜

（
元
関
税
局
副
局
長
、
キ
プ
ロ
ス
）

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
モ
八
ン
・
パ
ン
ダ
リ

（
イ
ン
ド
大
使
）

チ
ャ
ン
ト
ン
・
チ
ャ
ン
タ
ラ
シ
｜
夫
妻

（
元
外
務
次
官
、
ラ
オ
ス
）

工
ド
・
工
ス
ピ
リ
ト
（
教
師
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

ジ
ュ
リ

l
・
タ
ン（M

R
A
専従、

マ
レ
イ
シ
ア
）

－
日
本

相
馬
雪
香

（国際
M
R
A
日
本
協
会
副
会
長
、

難
民
を
助
け
る
会
会
長
）

荒
井
佐
悉
子

（
早
稲
田
大
学
講
師
、
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

大
塚
躍
子
（
日
韓
女
性
親
善
協
会
副
会
長
）

星
山
日
本
大
使
館
一
等
書
記
官

堀
本
崇（

松
下
政
経
塾
生
、
元
国
連
選
挙
監
視
員
）

荒
井
千
香
子
宮
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
）

藤
田
幸
久

（国際
M
R
A
日
本
協
会
専
務
理
事
）
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コ
ー
で
知
り
合
っ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
女
子
大
生

過
去
二
年
間
に
わ
た
り
、
私
は
夏

の
ス
イ
ス
、
コ

l
で
の

M
R
A
世
界

大
会
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
毎

年
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
同

年
代
の
人
た
ち
と
語
り
合
い
、
友
情

を
築
い
て
い
く
の
が
コ

l
で
の
一
番

の
楽
し
み
で
あ
る
。
一
昨
年
は
旧
ソ

連
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
リ
ト
ア

ニ
ア
か
ら
十
日
間
車
に
乗
っ
て
コ
ー

に
来
た
女
子
大
生
と
ル

1
ム
メ
イ
ト

に
な
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
情
勢
、
旧

ソ
連
の
圧
力
な
ど
彼
女
の
生
活
の
中

ベトナム、
カンボジアを訪れ

一惜しみを越えて園造り
ヘ＠舗寝泊を織やす人々＝

荒井千香子
日本ユネスコ連盟協会

ワ

－
 

で
起
こ
っ
て
い
る
緊
迫
し
た
状
況
を

知
り
、
惇
然
と
し
た
こ
と
を
今
で
も

山
見
え
て
い
る
。
去
年
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

か
ら
家
族
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命

し
、
現
在
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
国
際

関
係
学
を
学
ん
で
い
る
女
子
大
生
と

知
り
合
っ
た
。
彼
女
は
卒
業
後
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
戻
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

た
め
に
働
き
た
い
と
言
っ
た
。
な
ぜ

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
の
か
と
い
う
私
の
問

い
に
対
し
て
彼
女
は
、
「
私
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
だ
か
ら
祖
国
の
た
め
に
役
に

立
ち
た
い
。
亡
命
以
来
一
度
も
帰
っ

て
い
な
い
祖
国
に
帰
り
た
い
」
と
情

熱
的
に
語
っ
た
。
当
時
の
私
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
関
す
る
知
識
込
’

N
T

A
C
の
監
視
下
で
総
選
挙
が
行
わ
れ

た
ば
か
り
の
内
戦
の
続
い
て
い
る
園
、

と
い
う
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
得
た
情
報

だ
け
で
し
か
な
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
と
力
ン
、
ボ
ジ
ア
を

初
め
て
訪
ね
る

今
年
三
月
、
私
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ハ

ノ
イ
で
の
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
国
際

N
G
O
協
議
会
議

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
の

M
R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
協
会
主
催
の
第

二
回

M
R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
す
る
母
に
同
行
し
て
二

つ
の
国
を
訪
れ
た
。

両
国
は
、
共
に
過
去
約
三
十
年
に

わ
た
り
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
。
戦

争
後
ベ
ト
ナ
ム
は
共
産
主
義
国
家
へ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
王
国
へ
と
全
く
違
う

道
を
歩
ん
で
い
る
。
私
が
訪
れ
た
こ

の
二
つ
の
国
は
、
政
治
状
況
が
全
く

異
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
共
に
圏
内
産

業
の
復
興
と
教
育
水
準
の
向
上
を
目

標
に
懸
命
に
再
建
の
道
を
歩
ん
で
い

る。
私
の
目
に
映
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、

日
本
で
見
聞
き
し
て
い
た
報
道
と
は

全
く
印
象
が
違
い
、
プ
ノ
ン
ぺ
ン
の

町
並
み
は
美
し
く
、
緑
も
豊
か
で
、

．カンボジア市内の通り
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こ
の
国
に
対
す
る
私
の
好
奇
心
は

益
々
高
ま
っ
た
。
市
内
は
二
年
前
ま

で
内
戦
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
活
気
に
満
ち
て
い
た
。
中
心
街
の

大
通
り
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の

建
築
物
は
官
庁
、
大
使
館
、
国
連
機

関
、
外
国
企
業
の
事
務
所
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の

建
物
と
並
ん
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
伝
統

的
様
式
を
持
つ
建
物
が
所
々
に
あ
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
町
並
み
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
た
。

市
場
に
は
お
盆
前
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
蓮
の
花
や
実
、
生
鮮
野
菜
や

雑
貨
品
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ

て
い
た
。
ま
だ
完
全
に
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
砂
利
道
を
自
転
車
や
バ
イ
ク

に
乗
っ
た
人
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通

り
過
ぎ
て
ゆ
く
。
内
戦
で
ダ
ム
を
破

壊
さ
れ
た
た
め
市
内
へ
の
電
気
供
給

が
充
分
で
な
く
、
交
通
信
号
は
ほ
と

ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
。
大
き
な
交

差
点
に
は
警
察
官
が
立
っ
て
い
る
が
、

交
通
整
理
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

木
陰
で
人
の
流
れ
を
見
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
来
て
も
う

一
つ
驚
い
た
こ
と
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
前
に
訪
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
比
べ
て

車
の
数
、
特
に
ド
イ
ツ
製
高
級
車
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
政
府
高
官
だ
け

で
は
な
く
、
タ
イ
、
香
港
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
実
業
家
が
そ
れ
ら
の
持
ち

主
と
聞
い
た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
で

こ
こ
一
、
二
年
間
急
成
長
し
て
い
る

外
国
資
本
の
企
業
は
増
加
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

唯
一
の

5
つ
星
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
カ

ン
ボ
ジ
ア

l
ナ
も
外
国
資
本
で
経
営

さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
宿
舎
に
し

て
い
た
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ホ
テ
ル
は
、

パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

が
経
営
す
る
家
庭
的
な
ホ
テ
ル
で
あ

っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
強
制
収
容
所
で
の

光
景同

じ
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
あ
る
ク
メ

ー
ル
ル
ー
ジ
ュ
（
ポ
ル
ポ
ト
派
）
に

よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

は
二
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。
市
内

に
あ
る
強
制
収
容
所
跡
を
訪
れ
た
時

の
光
景
は
今
で
も
心
に
深
く
焼
き
付

い
て
い
て
、
戦
争
や
紛
争
を
知
ら
ず

に
平
和
の
中
に
育
っ
た
私
に
と
っ
て

言
葉
に
す
る
の
が
難
し
い
。
強
制
収

容
所
は
以
前
は
高
校
で
、
教
室
は
窓

に
鉄
格
子
を
つ
け
独
房
と
し
て
使
わ

れ
、
塀
に
は
鉄
条
網
が
張
り
巡
ら
さ

れ
、
鉄
棒
は
絞
首
台
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
と
．

と
同
い
年
の
ガ
イ
ド

に

MRAビデオのご案内

明日を愛するがゆえ
一一一イレーヌ・口一夫人の生涯一一

r 
－軍君臨置翠理

寝
間
包
窃
申
2

円
一
刻

nu－ビ
nu
－－
 n山一サ

5
一料側一一一

ドイツを仲間外れI号して
ョーロツ｝＼の再建7Jできますか？

． 

1898年生まれ。第二次大戦中、反ナチ抵抗運動の医療班を組織して闘った。
三男をゲシュタポに拷問され、フランス人そして母親tしてドイツとドイツ
人を心から憎んだ。戦後間もなくスイスのMRA世界大会に参加したが、ドイ
ツ人がいるのを見て直ちに帰ろうとした。しかし、ブックマン博士に「ドイ

ツ人を除外して Eうしてヨーロッパの融合と再建が出来るのか」と説得され、
三日三晩寝ずに悩んだ末、 ドイツ人を許し憎しみを謝罪した。その後、独仏
間の関係改善に尽力し、後のEC設立のきっかけを作った。マノレセーユ選出の
国会議員や仏社会党中央執行委員等も務め、世界各国営訪れ融和を説いた。
1987年、 88歳て‘没する。
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が
話
し
て
く
れ
た
。
床
に
は
ベ
ト
ナ

ム
が
介
入
し
た
際
、
ク
メ

l
ル
ル
ー

ジ
ュ
が
置
き
去
り
に
し
て
い
っ
た
十

四
名
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
収
容
者
の
血

の
跡
が
今
で
も
赤
黒
く
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
送
り
込
ま
れ
た
人
た
ち
は
子

供
か
ら
殺
さ
れ
、
女
性
、
男
性
、
外

国
人
と
生
き
て
こ
こ
を
出
た
人
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ガ
イ
ド

の
男
性
も
ク
メ

1
ル
ル
ー
ジ
ュ
に
村

を
追
わ
れ
逃
げ
る
途
中
、
父
親
と
兄

を
失
っ
た
。
教
室
の
壁
一
面
に
貼
ら

れ
た
恐
怖
の
表
情
漂
う
収
容
者
の
顔

写
真
と
穏
和
な
表
情
の
看
守
の
顔
を

見
比
べ
て
い
る
う
ち
に
、
同
じ
民
族

が
殺
し
合
う
内
戦
の
恐
ろ
し
き
と
不

気
味
さ
を
感
じ
た
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

文
化
や
歴
史

プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
時

代
の
遺
跡
が
点
在
す
る
シ
ェ
ム
レ
ア

ッ
プ
市
に
向
か
う
飛
行
機
の
窓
か
ら

東
洋
一
の
大
き
さ
を
誇
る
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
湖
が
眼
下
一
面
に
広
が
る
。
広

大
な
自
然
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
十

一
世
紀
の
遺
跡
を
訪
ね
る
こ
と
は
今

回
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
旅
行
の
中
で
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
で
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
内
戦
’

跡
が
シ
ェ
ム
レ
ア
ッ

プ
で
は
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
。

学
校
の
校
舎
は
ま
だ
砲
撃
で
崩
れ
た

ま
ま
で
べ
壁
に
は
銃
弾
の
跡
が
あ
り
、

窓
に
ガ
ラ
ス
は
な
い
。
戦
火
の
中
を

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
八
百
年
に
わ

た
り
そ
の
優
美
を
保
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
イ
ン
ド
が
行
な
っ
た
正
面
左

側
部
分
の
修
復
作
業
で
、
歴
史
の
跡

を
残
す
黒
く
く
す
ん
だ
色
調
が
漂
白

さ
れ
半
分
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
全
体
の
調
和
が
損
ね
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。
再

び
黒
く
修
復
す
る
と
聞
い
た
が
、
元

に
一戻
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ェ
ム
レ
ア
ッ
プ
で
は
日
本
ユ
ネ

ス
コ
協
会
連
盟
が
行
な
っ
て
い
る
世

界
寺
子
屋
運
動
の
一
環
と
し
て
寺
子

屋
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

の
建
設
予
定
地
も
訪
ね
た
。
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

ユ
ネ
ス
コ
事
務
所
と
協
力
し
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
教
育
面
で
援
助
し
て
い

る
。
寺
小
屋
の
建
つ
村
に
は
ア
ン
コ

ー
ル
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
が
、
長
年

放
置
さ
れ
て
き
た
の
で
傷
み
が
激
し

い
。
日
本
で
あ
れ
ば
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
手
厚
く
管
理
さ
れ
、

町
興
し
の
た
め
の
格
好
の
観
光
名
所

に
な
る
の
だ
が
、
村
の
人
た
ち
に
は

そ
ん
な
考
え
は
頭
を
よ
ぎ
ら
な
い
よ

う
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
風
景
か
ら
街
ゆ
く

人
に
目
を
移
す
と
、
六
十
年
代
以
降

の
人
や
年
輩
者
の
数
が
非
常
に
少
な

い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
シ
ェ
ム
レ
ア

ッ
プ
近
郊
の
村
に
行
っ
た
時
も
、
年

輩
者
の
少
な
さ
と
女
性
と
子
供
の
多

さ
に
驚
い
た
。
地
域
に
代
々
伝
わ
る

童
話
、
伝
統
工
芸
、
民
謡
な
ど
を
教

え
る
年
輩
者
が
い
な
い
の
で
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
い
と
聞
い
た
。

ま
た
長
年
の
戦
争
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

歴
史
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

滞
在
中
に
買
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴

．ポルポトj／夜の持聞の様子を伝える絵
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史
書
に
も
文
献
が
な
い
の
で
詳
し
い

こ
と
は
不
明
と
い
う
箇
所
が
何
箇
所

も
あ
る
。
特
に
古
代
史
、
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
を
作
っ
た
ク
メ
！
ル
文
明

に
関
す
る
文
献
が
少
な
く
、
人
々
の

生
活
様
式
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
内

戦
と
外
国
の
侵
略
で
重
要
な
文
献
は

失
わ
れ
、
加
え
て
年
輩
者
が
少
な
い

の
で
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
る
人
も
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
私
が
話
し
た

人
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
に
詳

し
か
っ
た
の
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
住

む
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
よ
り
外
国
で
勉
強

し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
だ
っ
た
。

惜
し
み
を
越
え
て
国
造
り
へ
の

情
熱
を
燃
や
す
人
々

．庶民の好物、蓮の実の売り子しおはお母さんの佐念fさん

「
社
会
変
革
の
鍵
と
な
る
心
の
変

革
L

と
題
し
た
第
二
回

M
R
A
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
に
は
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
学
生
、
一
般
市

民
ら
三
百
人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。
シ
リ
ウ
ッ
ト
副
首
相
を
初
め
、

サ
ム
・
レ
ン
シ

l
経
済
・
財
政
相
、

ソ
ン
・
サ
ン
元
首
相
な
ど
多
く
の
政

府
要
人
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
袈
裟
を
ま

と
っ
た
僧
侶
た
ち
、
ま
た
日
本
か
ら

参
加
し
た
相
馬
雪
香
さ
ん
の
お
話
に

参
加
者
は
心
を
動
か
さ
れ
た
と
思
う
。

こ
の
会
議
を
企
画
し
た
国
際

M
R
A

カ
ン
ボ
ジ
ア
協
会
会
長
の
レ
ニ

1
・

パ
ン
女
史
は
元
文
部
大
臣
夫
人
で
、

夫
と
兄
は
い
ま
だ
に
行
方
不
明
で
あ

る
。
昨
年
の
総
選
挙
後
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
国
し
、
こ
れ
か
ら
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
再
建
、
特
に
教
育
の
再
建
に

尽
く
す
と
い
う
。
パ
ン
女
史
は
歴
史

教
育
に
も
熱
心
で
、
教
科
書
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
が
祖
国
に
誇
り
を
持
ち
、
古

代
人
が
築
い
た
遺
跡
を
大
切
に
す
る

心
を
養
う
の
も
歴
史
を
勉
強
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。

パ
ン
女
．

夫
と
兄
を
失
い
ク

l

メ
ル
ル
ー
ジ
ュ
を
憎
ん
で
い
た
が
、

ど
ん
な
に
憎
ん
で
も
二
人
は
一
戻
っ
て

こ
な
い
し
、
国
も
良
く
な
ら
な
い
。

悲
し
み
の
ど
ん
底
に
い
る
時
に

M
R

A
の
人
と
出
会
い
、
自
分
が
立
ち
直

る
た
め
に
も
先
ず
ク
メ

1
ル
ル
ー
ジ

ュ
を
許
す
こ
と
か
ら
始
め
た
と
い
う
、

自
分
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
経
緯
を

話
し
て
く
れ
た
。

私
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
に
出
会

い
、
話
を
聞
く
こ
と
の
出
来
た
強
制

収
容
所
の
ガ
イ
ド
、
二
十
代
の
学
生
、

内
戦
を
生
き
延
び
て
働
く
人
々
、
総

選
挙
後
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た

人
な
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
の
た

め
に
尽
く
し
て
い
る
人
に
共
通
し
て

い
る
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
れ
は
親

戚
や
家
族
が
ク
メ

l
ル
ル
ー
ジ
ュ
に

殺
さ
れ
た
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

に
も
拘
ら
ず
、
ク
メ

l
ル
ル
ー
ジ
ュ

を
憎
む
気
持
ち
よ
り
も
、
積
極
的
に

生
き
て
い
く
こ
と
や
国
の
再
建
に
か

け
る
情
熱
に
燃
え
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
人
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
相
手
を
、
そ
し
て
社
会
を
変
え

る
と
い
う
姿
勢
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人

た
ち
の
心
の
中
に
自
然
に
芽
生
え
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

（終）

-8 

．フロアーから熱心に質問するカンボジア人参加者
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．マレーシアとフィリピンの参加者による国際コーラス。カンボジア誌の歌に、
参加者から大喝采がわいた



カンボジ戸を再び訪れて

二政治家たちの心には
カンボジア国民が存在してりた二

元UNTAC選挙監視員

堀本崇 ． 
（ほりもと・たかし） 1967年生 27歳。明治大学政治経済学部政治

学科卒業後、財団法人松下政経塾に第13期生として入塾。平和問

題をテーマに、カルカッタにあるマザー・テレサの施設「死を待

つ人の家」でのボランティア活動などを行なう 。また、平成 5年

には、 UNTACの選挙監視員として、カンボジアPKOに参加する。

平成 6年 3月には第 2回MRAカンボジア国際セミナーに参加。同

5月、カンボジアを再々度訪れた。その他、フランス、スリラン

カ、タイ、中国など9ヶ国で研修を行なう 。

目
の
当
た
り
に
し
た
一
国
の
再

建
に
賭
け
る
人
々
の
姿

去
る

三
月

十

八

か

ら

二
十
日
ま

で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
お
い
て

M
R
A
（
冨
ミ
巳
問
。
ー

〉コロ
ω目
。
三
道
徳
再
武
装
運
動
）
カ
ン

ボ
ジ
ア
協
会
主
催
に
よ
る
第
二
回
M

R
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
セ
ミ
ナ
ー
（
テ

ー
マ
一
社
会
変
革
の
鍵
と
な
る
心
の

変
革
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
会
議
は
、

昨
年
三
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
会
議

の
参
加
者
か
ら
の
強
い
要
請
に
よ
っ

て
聞
か
れ
た
。
そ
し
て
今
や
、
副
首

相
、
大
蔵
大
臣
と
い
っ
た
要
職
に
あ

.... 
・元気なカンボジアの {-f共たち

る
彼
ら
は
、
職
務
多
忙
の
．

各
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
司
会
を
務
め
た
り
、
祖

国
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

私
は
昨
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
総
選
挙

に
お
い
て
、

U
N
T
A
C
（
国
連
カ

ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
）
の
選
挙

監
視
員
と
し
て
働
い
た
経
験
が
あ
り
、

そ
の
縁
で
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
、

U
N
T
A

C
選
挙
監
視
員
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
平
和
創
造
の
過
程
に
微
力
な
が

ら
も
関
わ
る
こ
と
が
出
来
た
と
、
さ

さ
や
か
な
満
足
感
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
の
感
傷
に
も
似

た
思
い
は
、
今
回
の
体
験
で
吹
き
飛

ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
国
の
再
建
に
賭
る
人
々

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
で

あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
み
な
ら
ず
、

世
界
各
国
か
ら
参
加
し
た
人
々
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
再
建
に
対
す
る
真
剣
さ
と

真
撃
な
態
度
に
心
を
打
た
れ
た
。
選

挙
監
視
員
の
経
験
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
人
々
の
姿
を
中
心
に
綴
っ
て

み
た
い
。

汚
職
に
敢
然
と
立
ち
向
か
う
勇

気
あ
る
人
々

こ
の
会
議
の
目
的
は
、

会
議
を
通

・I#］会式で基調講演するシリウ ット副行相派外相。同相は政府を代表して外国
人参加者歓迎夕食会のホストも務めた
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じ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
創
造
の
き

っ
か
け
を
作
る
事
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
今
回
の
特
長
は
、
そ
の
き
っ
か

け
を

M
R
A
の
、
社
会
を
変
え
る
に

は
先
ず
自
分
か
ら
変
わ
る
と
い
う
考

え
に
よ
っ
て
個
人
の
中
に
見
い
出
そ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
日
間

の
会
議
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
も
と

よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

米
、
英
、
仏
、
豪
、
キ
プ
ロ
ス
、
日

本
か
ら
集
ま
っ
た

M
R
A
の
関
係
者

が
、
自
ら
を
変
え
た
体
験
や
思
想
を

基
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
を
語
っ

た。
英
、
仏
、
豪
か
ら
は
国
会
議
員
も



自
費
で
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
除
く
参
加
者
全
員

が
同
じ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
の
で
あ

る
。
決
し
て
い
い
ホ
テ
ル
で
は
な
い
。

私
は
毎
晩
、
三
匹
の
ヤ
モ
リ
を
天
井

に
眺
め
つ
つ
夜
を
過
ご
し
た
。
し
か

し
、
彼
ら
は
そ
ん
な
事
は
一
切
気
に

も
止
め
ず
、
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ

な
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
そ
ん
な

彼
ら
の
姿
に
敬
意
を
払
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
。

日
本
か
ら
は
相
馬
雪
香
（
尾
崎
行

雄
記
念
財
団
副
会
長
）
、
荒
井
佐
念

子
（
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
、
大
塚

種
子
（
日
韓
女
性
親
善
協
会
副
会

．閉会式で総拐の講演を行なうソー・ケン副首相兼内相。チェア・シム国会議長
の義弟にあたる

長
）
、
佐
伯
憲
（
ウ
イ
ル
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
社
長
）
、
荒
井
千
香
子

（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
勤
務
）
の

各
氏
と
私
の
六
名
と
、
コ

1
デ
ィ
ネ

イ
タ
！
と
し
て
国
際

M
R
A
日
本
協

会
藤
田
専
務
理
事
が
参
加
し
た
。

私
自
身
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
初
め
て

の
訪
問
で
あ
っ
た
。
或
る
目
、
カ
シ

1
・
ヌ
ウ
夫
妻
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
権

協
会
会
長
、
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
）

が
市
内
観
光
に
行
く
と
い
う
の
で
車

に
同
乗
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
だ
が
、

ベ
ン
ツ
車
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

街
の
様
子
か
ら
、
ベ
ン
ツ
に
乗
れ
る

ほ
ど
裕
福
な
人
が
こ
れ
ほ
ど
い
る
と

は
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
背
景
を
尋
ね
て
み
た
。
「
汚
職
で
す

よ
。
私
た
ち
の
国
が
こ
れ
か
ら
新
し

い
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
の
に
、
自
ら
が
富
む
こ
と
し
か
考

え
て
い
な
い
。
悲
し
い
事
で
す
。
私

に
は
車
を
持
つ
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
車
も
レ
ン
タ
カ
ー
で
す
」
と
彼

は
答
え
た
。
現
在
大
蔵
大
臣
を
務
め

る
サ
ム
・
レ
ン
シ

1
氏
と
共
に
汚
職

に
敢
然
と
立
ち
向
か
う
、
勇
気
あ
る

人
間
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
た

め
に
、
幾
度
と
な
く
命
を
狙
わ
れ
て

き
た
。
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
汚

職
を
取
り

4
・

る
法
律
は
な
い
。
彼

凶同A切t:=iIDJ~昌昌t:=J~マ坊さ，之タ
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ら
が
汚
職
に
手
を
染
め
よ
う
と
思
え

ば
、
容
易
な
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ベ
ン
ツ
を
横
目
に
し
よ
う
と
も
、
命

を
狙
わ
れ
よ
う
と
も
、
彼
ら
の
意
志

は
揺
る
が
な
い
の
で
あ
る
。
ド
ラ
イ

ブ
の
途
中
で
ヌ
ウ
氏
が
買
っ
て
く
れ

た
庶
民
の
好
物
で
あ
る
蓮
の
実
は
、

清
々
し
い
味
が
し
た
。

政
治
家
た
ち
の
心
に
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
民
が
存
在
し
て
い
た

さ
て
会
議
で
あ
る
が
、
先
ず
会
議

の
開
催
を
飾
っ
た
オ
ム
・
ラ
ザ
デ
ィ

氏
の
発
言
を
紹
介
し
た
い
。
彼
の
真

剣
さ
が
会
場
を
包
ん
だ
。

「
選
挙
が
終
わ
っ
た
今
、
平
和
、
人

権
等
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

過
去
二
十
年
間
を
振
り
返
る
の
で
は

な
く
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
・

U
N
T
A
C
が
去

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
大
き
な
穴
が

開
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
自
身
が
独

自
の
モ
ラ
ル
、
文
化
を
呼
び
起
こ
し

自
ら
平
和
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
民
全
員
が
平
和
の

創
造
者
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
我
が
国
の
再
建
に
は
指
導
者

相
互
、
国
民
相
互
の
理
解
が
欠
か
せ

な
い
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
政
府
や
議

会
は
正
し
い
理
念
を
打
ち
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い

0

．

の
機
会
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
と
っ
て
、
平
和
を
創
り
出
す
最

後
の
機
会
で
あ
る
」
。

今
回
の
会
議
で
剖
目
す
べ
き
こ
と

は
、
閣
僚
で
あ
ろ
う
が
聴
衆
の
学
生

で
あ
ろ
う
が
、
あ
ら
ゆ
る
参
加
者
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
に
思
い
を
致
す

一
人
の
人
間
と
し
て
地
位
な
ど
全
く

関
係
な
く
平
等
に
参
加
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
そ
の
好

例
で
あ
る
。
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
最

後
を
締
め
括
っ
た
ソ

l
・
ケ
ン
副
首

相
（
兼
内
務
大
臣
）
の
発
言
は
圧
巻

で
あ
っ
た
。
彼
は

C
P
P
（
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
民
党
、
前
政
権
党
）
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、

U
N
T
A
C
総
選
挙

で
は
警
察
権
力
を
使
っ
て
行
わ
れ
た

選
挙
干
渉
の
総
元
締
め
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
庁
特

高
の
親
分
。
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
彼
の
発
言
で
あ
る
。

「
以
前
ポ
ル
ポ
ト
派
か
ら
逃
げ
た
時
、

二
つ
の
暗
殺
者
集
団
が
私
を
追
っ
て

き
た
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
に
逃
げ
延
び

て
難
を
逃
れ
た
が
、
妻
子
を
伴
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
祖
国

に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
だ
け
で
な
く

生
後
七
日
の
子
供
ま
で
殺
さ
れ
て
い

た
。
私
は
怒
り
狂
い
復
讐
を
考
え
た
。

CREATORS OF TRUST AND PEACE 

ヘ1
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8月4日（木）～12日（金）
女性提唱会議「平和の創造者一ビジョンから行動へ」

8月15日（月）～25日（木）
紛争地域会議

「危機に直面する地域、危機を脱しつつある地域
一互し、の経験に学ぶ」
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7月日日（金）～18日（月）
全世代間ダイアローグ

「過去、現在、そして未来＝責任を分かち合う」

7月20日（水）～24日（日）
産業人会議「経済と個人ー失業の挑戦に応える」

7月24日（日）～27日（水）
コ一円卓会議

「収益性と企業の地球的責任は両立するか、
それとも相反するか？」



最
近
に
な
っ
て
、
私
を
追
っ
た
暗

殺
者
た
ち
の
う
ち
五
人
が
ま
だ
生
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
私
は

彼
ら
に
復
讐
は
し
な
い
と
伝
え
た
。

商
売
を
始
め
た
い
と
い
う
男
に
は
資

金
援
助
さ
え
与
え
た
。

暴
力
や
復
讐
は
さ
ら
な
る
暴
力
し

か
生
ま
な
い
。
こ
の
悪
環
境
は
止
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
ポ
ル
ポ
ト
派
の
問

題
に
つ
い
て
も
、

M
R
A
の
四
つ
の

基
準
で
解
決
で
き
る
の
で
は
と
考
え

る
し
。カ

ン
ボ
ジ
ア
の
再
建
に
賭
る
政
治

家
た
ち
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
わ

が
日
本
は
、
た
っ
た
一
つ
の
点
を
除

い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
優
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
一
点
と
は
国
の
運

営
に
関
わ
る
人
々
の
真
剣
き
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
行
く
手
に
は
幾
多
の

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
ら
は
き
っ
と
乗
り
越
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

政
治
家
た
ち
の
心
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
民
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
前
、
松
下
政
経
塾
の
仲
間
と
共

に
相
馬
氏
（
前
出
）
の
講
話
を
拝
聴

し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
会
議
が

終
わ
っ
て
、
そ
の
時
聞
い
た
言
葉
を

思
い
出
し
た
。

「
あ
な
た
方
は
政
治
家
を
目
指
し
て

い
る
ん
で
し
ょ
。
で
も
、
そ
う
い
う

方
に
限
っ
て
、
自
分
が
政
治
家
に
な

れ
ば
社
会
が
変
わ
る
、
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
ね
。
本
当
に
社
会
を

変
え
よ
う
と
思
う
の
な
ら
、
ま
ず
自

分
が
変
わ
る
こ
と
で
す
よ
。
政
治
家

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
自
分
が

変
わ
れ
ば
家
庭
や
友
人
関
係
が
変
わ

っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

地
域
社
会
が
変
わ
り
、
国
が
変
わ
る

ん
で
す
」
。

理
想
と
は
求
め
続
け
る
も
の

今
回
の
会
議
で
は
、
連
日
プ
ノ
ン

ペ
ン
大
学
の
学
生
や

N
G
O
関
係
者

な
ど
三
百
人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
。
彼
ら
は
、
自
分
を
変
え
る
き
っ

か
け
を
掴
ん
だ
と
信
じ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
心
に
庁
希
望
。
と
い
う
灯
が
と

も
る
き
っ
か
け
を
。

最
後
に
、
ポ
ル
ポ
ト
派
に
よ
る
虐

殺
で
有
名
な
ト
ゥ
ル
・
ス
レ
ン
政
治

犯
収
容
所
を
見
学
し
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
を
書
い
て
体
験
記
を
終
わ

り
た
い
。
政
治
犯
と
い
う
の
は
、
勿

論
ポ
ル
ポ
ト
派
か
ら
見
た
呼
び
名
で

あ
る
。そ

こ
に
は
数
千
に
及
ば
ん
と
す
る

囚

人

た

ち

（

処

刑

直

前

に

撮

影
さ
れ
た
）
、
虐
殺
の
様
子
を
描
い
た

絵
、
拷
問
に
使
っ
た
道
具
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
犠
牲
者
た
ち
の
顔

は
拷
問
で
腫
れ
上
が
り
、
目
に
は
一

切
の
力
が
な
か
っ
た
。
一
体
ど
ん
な

気
持
ち
で
レ
ン
ズ
を
見
つ
め
て
い
た

の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
拷
問
道
具

を
見
て
、
よ
く
も
こ
ん
な
道
具
を
考

え
つ
く
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
虐
殺

の
様
子
を
描
い
た
絵
を
見
た
時
、
私

は
も
は
や
虐
殺
に
係
わ
っ
た
連
中
を

人
間
と
思
え
な
か
っ
た
。

こ
の
虐
殺
が
ポ
ル
ポ
ト
派
の
み
の

こ
と
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
を
問
題
に
す

れ
ば
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
我

が
日
本
も
ア
ジ
ア
に
対
し
て
や
ら
な

か
っ
た
か

？

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ

る
ユ
ダ
ヤ
人
の
虐
殺
は
ど
う
で
あ
ろ

〉フつ
・

有
史
上
、
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争

は
行
な
わ
れ
続
け
て
き
た
。
人
類
は

確
か
に
進
歩
を
遂
げ
た
が
、
こ
の
一

点
は
今
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
国

際
政
治
や
民
族
問
題
等
の
観
点
か
ら

戦
争
を
語
る
こ
と
も
勿
論
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
私
は
根
本
問
題
と
し

て
、
戦
争
の
原
因
を
個
人
に
帰
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も

し
人
間
に
他
人
を
憎
ん
だ
－

wん
だ

り
す
る
心
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

特
殊
状
況
下
に
於
い
て
あ
る
バ
イ
ア

ス
が
か
か
っ
た
時
、
誰
も
が
残
虐
性

を
持
ち
得
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
、

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

庁
あ
な
た
は
戦
争
を
否
定
し
ま
す
か

？
。
と
人
に
聞
け
ば
、
誰
も
が

8

い

い
え
。
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
か
し
か
し
、
国
と
し
て
の
軍
備
は

必
要
で
し
ょ
う
。
と
、
付
け
加
え
る

人
も
い
る
と
思
う
。
私
自
身
、
そ
の

論
を
全
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
考
え

に
余
り
に
慣
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

理
想
は
、
総
じ
て
迂
遠
な
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
追
い
続
け
る
か
ら

こ
そ
近
づ
け
る
。
求
め
続
け
る
か
ら

こ
そ
、
理
想
で
あ
る
。
そ
れ
を
か
理

想
に
過
ぎ
な
い
ね
、
甘
い
よ
1
・8

と

言
っ
た
時
、
そ
れ
は
夢
想
に
な
る
。

今
回
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
を
終
え
、

様
々
な
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
言
う
（
平
和
）

と
、
彼
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
言
う
（
平

和
）
と
は
重
さ
も
違
え
ば
、
求
め
方

も
違
う
こ
と
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
好
き
な

日
本
人
の
一
人
と
し
て
。
（
終
）
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何
、
ガ
何
で
も
相
馬
先
生
に

く
っ
つ
い
て
い
＜
！

私
の
頭
の
中
の
ど
こ
か
に
、
「
相
馬

雪
香
先
生
（
日
韓
女
性
親
善
協
会
会

長
）
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
か
れ
る
」

と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

前
々
か
ら
、
主
人
の
用
事
や
観
光
で

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど

に
は
た
び
た
び
出
掛
け
て
い
る
私
で

す
が
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
こ
と
が
色
々
報
道
さ
れ
る
中

で
、
一
度
は
自
分
の
目
で
見
て
み
た

い
と
い
う
思
い
が
潜
在
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
も
切
れ

－
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
て

日
韓
女
性
親
善
協
会
副
会
長

大
塚
雄
子

左ん台、香雪馬H
引

．
 

て
い
て
、
短
時
間
で
交
付
し
て
も
ら

え
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
、
出
掛
け
る
こ
と
を
決
め
た
の
で

す。
何
し
ろ
旅
と
い
っ
て
も
、
誰
も
が

出
掛
け
て
い
く
所
で
も
な
く
、
旅
案

内
が
あ
る
訳
で
も
な
し
に
、
と
も
か

く
手
探
り
の
よ
う
な
気
持
ち
で
準
備

を
始
め
ま
し
た
。

お
友
達
に
話
す
と
、
「
あ
れ
、

P
K

O
と
か
何
と
か
い
っ
て
、
と
て
も
危

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
冷
や
か
さ
れ

た
り
、
「
言
葉
通
じ
な
く
て
大
丈
夫
？
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
、
一
体
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
何
語
だ
ろ
う
か
と
真
剣
に
考
え

込
ん
だ
り
し
ま
し
た
が
、
－

も
か
く

「
全
部
、
相
馬
先
生
任
せ
だ
わ
」
と
勝

手
に
考
え
て
、
決
め
て
し
ま
っ
た
私

で
し
た
。

現
地
は
暑
さ
が
厳
し
く
、
「
帽
子
を

持
っ
て
い
く
の
よ
L

と
言
わ
れ
て
、

納
屋
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
奥
の
方
か

ら
取
り
出
し
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、

「
チ
ヨ
ッ
ト
旧
式
だ
け
ど
、
こ
れ
持
っ

て
い
こ
う
か
し
ら
」
と
鏡
に
映
し
て

格
好
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
主
人
に

見
つ
か
っ
て
、
「
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
来

い
よ
」
と
人
事
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

大
笑
い
。
と
も
か
く
決
意
し
た
以
上
、

何
が
何
で
も
相
馬
先
生
に
く
っ
つ
い

て
い
け
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
気
持
ち

で
し
た
。

芯
の
強
い
深
い
情
熱
を
秘
め
だ

力
ン
ボ
ジ
戸
の
女
性
だ
ち

タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
経
由
で
入
っ

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ポ

チ
ェ
ン
ト
ン
空
港
は
、
と
て
も
静
か

で
、
美
し
い
花
壇
が
蒸
し
暑
き
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。
税

関
に
入
っ
た
と
た
ん
に
聞
こ
え
る
耳

慣
れ
ぬ
言
葉
に
、
「
あ
あ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
な
ん
だ
」
と
い
う
実
感
が
沸
い
て

き
ま
し
た
。
走
る
車
窓
か
ら
見
え
る

町
並
み
を
ど
う
表
現
し
た
ら
よ
い
の

．ソン・サン元首相夫妻（筆者の左）と
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で
し
ょ
う
か
り
以
前
、
北
京
に
行
っ

た
時
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
集
ま
っ

て
く
る
自
転
車
の
波
に
圧
倒
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
自

転
車
を
走
ら
せ
る
人
た
ち
も
い
る
も

の
の
、
そ
れ
以
上
に
、
オ
ー
ト
バ
イ

に
三
人
も
四
人
も
乗
せ
て
走
ら
せ
て

い
た
り
、
又
、
人
力
車
も
・
：
・
：
。
そ

の
光
景
は
異
様
に
思
え
ま
し
た
。
お

白
粉
気
や
紅
の
な
い
女
の
顔
、
日
本

人
よ
り
少
し
浅
黒
く
凸
凹
を
つ
け
た

よ
う
な
顔
、
笑
顔
を
ど
こ
か
に
置
き

忘
れ
て
き
た
よ
う
な
顔
、
で
も
、
目

だ
け
は
ギ
ラ
ギ
ラ
と
光
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
は
一
生
懸
命
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
民
族
の
底
力
の
よ
う
な
も
の

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
そ

の
昔
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
っ

た
面
影
が
少
し
は
残
っ
て
い
る
も
の

の
、
荒
廃
し
た
町
並
み
、
歩
道
と
車

道
の
区
別
の
な
い
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
、
国
民
の
台
所
を
預
か
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
雑
然
と
し
て
、
走
る
車
の
砂

挨
を
一
杯
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
国
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
な
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本

当
に
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
、
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

一
方
、
絹
の
織
物
の
美
し
さ
に
は
、

目
を
見
張
る
ほ
ど
の
文
化
、
そ
し
て

歴
史
と
伝
統
を
見
い
出
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
国
の
人
口
の
六
十

五
%
が
女
性
で
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
手
で
一
本
一
本
織
り
上
げ
た
布

で
作
っ
た
民
族
衣
裳
、
少
々
控
え
め

に
見
え
る
こ
の
国
の
女
性
で
し
た
が
、

何
か
芯
の
強
い
深
い
情
熱
を
感
じ
ま

し
た
。

感
謝
の

ωが
欠
け
だ
日
本
人
の

生
活
を
肌
じ
る

．コーヒープレークの子作りのお菓子や果物、会場の生花、装飾は女性NGO 
インドラ・グループが受け持った

ポ
ル
ポ
ト
派
の
元
処
刑
場
だ
っ
た

学
校
の
教
室
の
一
室
一
室
で
の
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
拷
問
や
処
刑
を
強

い
ら
れ
た
壮
絶
な
光
景
と
無
残
な
姿

を
残
し
た
様
子
は
と
て
も
正
視
出
来

る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
今
で
も
思
い
出
す
と
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
非
む
し
さ
、
痛
ま
し
さ
を

痛
感
す
る
の
で
す
。
あ
の
一
九
七
五

年
か
ら
の
四
年
間
の
空
白
は
、
こ
れ

か
ら
何
年
経
っ
た
ら
癒
え
る
の
で
し

ょ
う
か
・
：
。
会
議
の
中
で
、
何
人
か

の
方
が
肉
親
の
悲
劇
の
話
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
苦
し
み
を
越
え
、

許
し
、
前
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大

き
な
拍
手
を
送
り
た
い
留
で
一

杯
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
二
日
間
の

会
議
を
通
じ
て
、
会
場
の
ホ
テ
ル
に

集
ま
っ
た
学
生
、
社
会
人
、
婦
人
の

そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
、
国
造
り
に
も
、

そ
れ
こ
そ
一
緒
に
な
っ
て
、
同
じ
立

場
で
話
し
合
う
様
子
は
と
て
も
日
本

で
は
見
ら
れ
な
い
光
景
で
し
た
。
昨

年
、
各
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
選
挙
監

視
員
の
努
力
の
下
で
国
造
り
の
第
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
事

も
最
初
が
肝
心
、
前
進
す
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す。
相
馬
先
生
と
共
に
過
ご
し
た
ホ
テ

ル
は
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
と
い
う
二
流

の
ホ
テ
ル
と
聞
き
ま
し
た
が
、
天
井

は
高
く
、
窓
は
カ
ー
テ
ン
で
覆
わ
れ
、

部
屋
の
中
は
寒
い
ほ
ど
冷
房
が
効
い

て
、
異
常
な
暑
さ
に
備
え
て
い
る
も

の
の
、
お
風
呂
が
な
い
ば
か
り
か
シ

ャ
ワ
ー
か
ら
出
る
水
は
メ
コ
ン
川
の

色
づ
い
た
水
。
口
を
す
す
ぐ
水
は
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
。
時
折
、
停
電

し
て
ロ

l
ソ
ク
片
手
に
洗
面
所
に
行

っ
た
こ
と
な
ど
・
：
。
今
に
な
れ
ば
、

ど
れ
も
こ
れ
も
良
い
思
い
出
で
す
が
、

余
り
に
も
豊
か
で
、
何
の
心
配
も
な

い
日
本
人
の
生
活
に
感
謝
の
な
い
こ

と
に
、
恥
ず
か
し
き
を
感
じ
る
光
景

で
も
あ
り
ま
し
た
。
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ま
た
、
近
く
で
結
婚
式
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
朝
か
ら
夜

ま
で
、
一
日
中
お
経
と
、
東
北
の
民

謡
の
よ
う
な
音
色
の
音
楽
が
交
差
す

る
よ
う
に
奏
で
ら
れ
、
祝
い
ご
と
に

し
て
は
珍
し
い
音
色
で
、
異
様
な
雰

囲
気
で
し
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
は
美
味
し
く
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
料
理
の
好
き
な
私
で
す
の
で
、

と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
国
の
民
族
の
深
い
歴
史
と
、

内
蔵
さ
れ
た
こ
の
民
族
の
底
力
、
そ

し
て
逗
し
さ
が
、
必
ず
遠
く
な
い
未

来
の
発
展
を
約
束
し
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

大
き
い
力
鳴

さ
い
力
を
大
事

に
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る

・北京で療養中のシアヌーク国王に宛てた平和の願いを込めた参加者の寄せ書き

私
は
十
七
年
前
、
隣
の
韓
国
に
参

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
来
毎
年
訪
ね

る
韓
国
の
発
展
振
り
を
見
て
参
り
ま

し
た
。
恐
ら
く
何
年
か
し
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
ま
た
訪
れ
る
時
に
は
、
飛
躍

的
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
の
活
力
の
源
泉
は
、

何
と
い
っ
て
も
「
平
和
」
そ
の
も
の

で
あ
り
、
同
時
に
豊
か
な
先
進
国
の

援
助
は
欠
か
せ
な
い
義
務
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
援
助
は
、

物
に
比
重
が
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、

心
に
大
き
な
カ
が
及
ぶ
よ
う
、
そ
の

上
で
の
経
済
援
助
で
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
き
な

力
を
持
つ
者
は
、
と
か
く
自
意
識
過

剰
に
な
り
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
き
い
力
は
、
小
さ
い
力
を
大
事
に

し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
が
、
今
回
の
貴
重
な
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
の
旅
の
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

相
馬
先
生
初
め
関
係
者
の
お
力
添
え

に
ひ
た
す
ら
感
謝
の
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（終）

[> [> ［＞第18回MRA国際キャンペーンのご案内<J<J <J 

総合テーマ

＝道義国家を目指して＝

共に生き、幸せを分かちあうために

口期間： 1994年10月日日（土）～lD月17日（月）岨・

口場所：小田原、東京、浦和、神戸他 司F

暫定スケジュール

10月8日（土）～10臼（月）
MRA小田原菌際会議

（小田原国際シンポジウム 10月9日）

12日（水）東京国際シンポジウム

13日（木）浦和プログラム

15日（土）～16日（日）
関西秋季大会

17日（月）東京プログラム

昨年のM円A小田原国際会議より

今回のキャンベーンでは、アジア、そして世界の人々と共に生き、

幸せを分かちあうために、今、私たち一人ひとりに何ができるか、

また、世界の人々から信頼を受けられるような道義国家になるため

に、日本がどう変わるべきかを探り、具体的な行動につながる糸口

を探りたいと思います。お問い合わせはMRA事務局へ。
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1
1
コi
円
卓
会
議
（

C
R
γ
）
中
間
会
議

ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
H
I

Table Round --CAUi 
一アーマ

「
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
東
西
協
力
に
よ
る
雇
用
創
出
」

－
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
柔
軟
性
の
向
上
に
よ
る
雇
用
創
出

・
東
西
協
力
の
拡
大
に
よ
る
雇
用
創
出

－
教
育
の
向
上
と
適
正
な
教
育
に
よ
る
雇
用
創
出

口
日
時

口
会
場

一
九
九
四
年
二
月
二
日
（
水
）
j
五
日
（土
）

東
西
経
済
ア
カ
デ
ミ

（

O
W
W
A）

－

「
検
出
介
以
大
の
倒
店
会
社
を
倣
う
附
一
界
日
以
大
の
持
ち
株
会
社
」
ド
イ
ツ
“
油
公
社
の

ヒ
ー
ロ
ー

・
プ
ラ
l
ム
ス
副
総
裁
（
中
央
、
予
を
上
げ
て
い
る
）

・・コ一円卓会議（C円T）・
貿易摩擦の激化と海外での日本のイメージの悪化を懸念したフレデリック・フィ
リップス氏（オランダ）とオリビエ・ジスカールデスタン氏（フランス）が提唱
し、 86年 8Jjの第 1回会議以来、夏はスイス、コーのマウンテンハウスで、中間
会議は世界各地で開催されています。

一、
失
業
か
ら
戦
争
に
至
っ
た
と
い
う
歴
史
に
学
ぶ

コ
l
円
卓
会
議
ベ
ル
リ
ン
中
間
会

議
は
二
月
二
日
か
ら
五
日
の
聞
に
開

催
さ
れ
た
。
「
成
長
と
雇
用
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
昨
年
の
第
八
回
円
卓
会
議

（
ス
イ
ス
・
コ

l
）
に
お
い
て
、
「
国

民
全
員
に
仕
事
を
与
え
る
！
と
豪

語
し
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
権
力
を
掌
握

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
失
業
が
政

治
問
題
化
し
て
戦
争
に
至
っ
た
と
い

う
歴
史
の
教
訓
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
歴
史
の
大
転
換
の
中
で
失
業
問

題
に
取
り
組
む
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
よ

う
」
と
い
う

C
R
T
の
創
始
者
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
（
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長
）
の
呼
び
か

け
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

O
E

C
D
諸
国
全
体
の
失
業
者
は
三
千
五

百
万
人
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
も
四
百
万

人
に
達
す
る
。
壁
を
打
ち
破
り
東
欧

民
主
化
の
先
駆
け
役
を
果
た
し
た
ベ

ル
リ
ン
は
、
多
く
の
失
業
者
を
抱
え

な
が
ら
大
変
革
に
挑
ん
で
い
る
旧
東

欧
の
玄
関
口
で
あ
る
。

円
卓
会
議
を
前
に
、
日
米
欧
の
メ

ン
バ
ー
は
ド
イ
ツ
信
託
公
社
を
訪
ね
、

ヒ
ー
ロ
ー
－
ブ
ラ

l
ム
ス
副
総
裁
の

話
を
う
か
が
っ
た
。
同
公
社
は
ベ
ル

リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
石
＠

後
の

九

O
年
三
月
に
、
国
営
企
業
の
民
営

化
を
進
め
る
為
に
東
ド
イ
ツ
政
府
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

旧
国
営
企
業
の
総
合
的
分
析
・
評
価

を
し
た
上
で
、
（
数
少
な
い
）
存
続
可

能
な
分
野
は
リ
ス
ト
ラ
や
新
技
術
の

教
育
、
設
備
改
良
等
を
行
っ
た
上
で

民
営
企
業
に
移
行
。
残
り
の
殆
ど
は
、

不
良
部
門
や
将
来
性
の
無
い
部
門
を

切
り
捨
て
再
教
育
を
施
し
、
地
方
政

府
と
も
協
力
し
て
税
制
優
遇
そ
の
他

の
投
資
イ
ン
セ
ン
チ
ブ
を
付
け
た
上

で
、
西
ド
イ
ツ
を
初
め
と
す
る
外
資

系
企
業
の
か
婿
探
し
。
を
行
な
う
。

敢
え
て
日
本
に
置
き
換
え
れ
ば
、
旧

国
鉄
清
算
事
業
団
と
い
う
よ
り
も
、

明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
、
農
地
改
革
、

殖
産
興
業
な
ど
を
一
手
に
司
る
実
行

部
隊
と
い
っ
た
趣
で
あ
る
。
「
東
ド
イ

ツ
と
い
う
世
界
最
大
の
倒
産
会
社
を

扱
う
世
界
最
大
の
持
ち
株
会
社
」
と

言
わ
れ
、
旧
東
ド
イ
ツ
国
民
大
多
数

の
生
殺
与
奪
権
を
持
っ
た
こ
の
公
社

の
初
代
総
裁
は
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
壮
大
な
実
験
の
過
程
に
於
て
、

九
二
年
に
は
生
産
が
統
合
前
の
四
分

の
一
に
、
雇
用
も
九
百
万
人
か
ら
四

百
万
人
へ
と
激
減
し
た
。
失
業
も
日

円。
司
『
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%
か
ら
日
%
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
、

二
千
七
百
五
十
億
マ
ル
ク
に
及
ぶ
負

債
を
肩
代
わ
り
し
て
の
こ
の
巨
大
リ

ス
ト
ラ
も
軌
道
に
乗
り
、
初
め
は
難

航
し
た
庁
婿
探
し
。
も
最
近
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。
暗
殺
さ
れ
た
初
代

総
裁
と
西
ド
イ
ツ
企
業
で
同
僚
で
あ

っ
た
と
い
う
ブ
ラ

l
ム
ス
副
総
裁
か

ら
は
、
二
度
と
な
い
改
革
の
好
機
を

決
し
て
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

使
命
感
が
感
じ
ら
れ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
行
わ
れ
た
セ
シ

リ
エ
ン
ホ
フ
宮
殿
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

行
わ
れ
た
夕
食
会
に
は
プ
ラ
ン
デ
ン

プ
ル
ク
州
シ
ュ
ト
ル
ペ
首
相
が
出
席

し
た
。
旧
．

イ
ツ
五
州
の
首
相
の

う
ち
唯
一
旧
東
ド
イ
ツ
出
身
で
あ
る

同
首
相
は
、

「
閉
鎖
さ
れ
た
三
分
の
二
の
企
業
に

代
わ
り
九
千
の
新
企
業
が
設
立
さ
れ
、

新
た
な
中
産
階
級
が
生
ま
れ
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
「
我
々
が
と
っ
た
道
を

卯
%
の
州
民
が
賛
成
し
、
お
%
が
生

活
が
良
く
な
っ
た
と
感
じ
、
西
ド
イ

ツ
よ
り
も
多
く
の
人
々
が
将
来
を
楽

観
的
に
見
て
い
る
」
こ
と
を
紹
介
し

た。二
、
旧
東
独
の
債
務
よ
り
旧
西

独
の
硬
化
症
が
大
問
題

．歓迎夕食会で挨拶するシェーリング社ホルスト・クランプ取締役（ベルリン商
工会議所会頭）

実
際
最
近
の
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る

経
済
改
革
に
関
す
る
幾
つ
か
の
報
告

は
、
東
ド
イ
ツ
と
い
う
不
良
会
社
を

吸
収
し
た
コ
ス
ト
が
問
題
な
の
で
は

な
く
、
寧
ろ
西
ド
イ
ツ
の
長
年
の
硬

化
症
（
高
い
賃
金
や
社
会
保
障
費
、

政
府
規
制
、
労
働
時
間
や
仕
事
の
内

容
に
関
す
る
固
定
化
し
た
労
使
協

約
、
起
業
家
精
神
の
欠
如
、
等
）
が

足
伽
に
な
っ
て
お
り
、
西
ド
イ
ツ
自

体
の
改
革
こ
そ
が
急
務
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
元
々
技
術
レ
ベ
ル
の

高
い
東
ド
イ
ツ
国
民
が
、
生
き
残
り

を
か
け
て
真
剣
に
働
き
、
し
か
も
新

し
い
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
シ
ス
テ

ム

で

産

業

主

主

め

ず

．

0

東
ド

イ
ツ
の
ほ
う
が
有
望
だ
と
し
て
、
こ

ち
ら
に
生
産
移
転
を
行
っ
た
西
ド
イ

ツ
企
業
も
少
な
く
な
い
。

C
R
T
の

ド
イ
ツ
人
メ
ン
バ
ー
も

「
東
部
の
統
一
の
ヤ
マ
は
越
し
た
。

後
は
、
我
々
西
部
が
自
己
改
革
を
成

し
遂
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
に
か
か

っ
て
い
る
L

と
締
め
く
く
っ
た
。

世
界
銀
行
の
役
員
の
職
を
辞
し

て
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ

l
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
の
汚
職
行
為
に
対
応
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
行
動
基
準
作
り
を
始

め
た
ピ

l
タ
l
・
ア
イ
ゲ
ン
氏
と
の

意
見
交
換
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。

一一一、
！の必
シ改要
ヨ革な
ンとふ

人名F
...l.C..貝；
業本
の主
イ義
ノ自
べ体

「
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
東

西
協
力
に
よ
る
雇
用
創
出
」
と
い
う

メ
イ
ン
テ

l
マ
で
聞
か
れ
た
円
卓
会

議
は
、
東
西
経
済
ア
カ
デ
ミ
ー
（

O

W
W
A
）
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

四
年
前
に
多
く
の
ド
イ
ツ
主
要
企
業

の
支
援
で
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

旧
東
欧
の
数
千
人
の
指
導
者
に
市
場

経
済
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
に
関

す
る
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
講
師
陣

．． 
．ポツダム宣言が行われたセシリエンホフ宮殿で挨拶するプランデンフツレグ州、l
シュトノレペ首相（右）
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も
六
十
の
企
業
や
銀
行
の
役
員
で
あ

る
。
元
国
連
科
学
技
術
局
長
の
シ
ュ

タ
ン
ド
ケ

O
W
W
A
会
長
は
、

「
統
一
と
は
、
東
に
匹
敵
す
る
よ
う

な
変
革
を
西
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
に

あ
る
し
と
し
た
上
で
、
「
東
欧
、
特
に

ロ
シ
ア
は
、
西
欧
に
必
要
な
全
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
多
く
の
原
料
を
供

給
で
き
る
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。

こ
の
失
業
し
て
い
る
産
業
を
近
代
化

す
る
こ
と
が
果
て
し
な
い
課
題
だ
。
」

と
述
べ
た
。

「
失
業
と
雇
用
創
出
の
課
題
」
と
い

う
テ

1
マ
の
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
国
別
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
英
、



米
、
独
、
仏
な
ど
叩
%
を
越
え
る
深

刻
な
失
業
状
況
が
報
告
さ
れ
る
と
と

も
に
、
競
争
力
と
雇
用
と
の
相
関
関

係
、
リ
ス
ト
ラ
と
雇
用
と
の
相
関
関

係
な
ど
も
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
小

規
模
企
業
や
自
営
業
で
新
し
い
雇
用

が
創
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
英
米
か

ら
報
告
さ
れ
た
。
一
方
フ
ラ
ン
ス
か

ら
は
社
会
道
徳
の
衰
退
が
経
済
の
停

滞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
意
見
も

だ
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
凶
%

と
い
う
高
い
失
業
率
の
臼
%
が

M
歳

未
満
の
若
者
で
あ
る
と
い
う
実
情
が

報
告
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
教
育

制
度
改
革
の
必
要
が
挙
げ
ら
れ
た
。

松
下
電
器
の
金
子
副
理
事
は
不
景
気

の
状
況
と
日
本
的
雇
用
慣
行
を
説
明

し
た
上
で
「
企
業
内
失
業
L

を
加
え

る
と
日
本
の
失
業
率
も

5
な
い
し

6

%
に
達
す
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

レ
イ
オ
フ
に
よ
る
不
況
対
策
や
利
益

計
上
と
い
う
手
段
を
取
ら
な
い
日
本

企
業
は
、
中
途
採
用
の
併
用
、
能
力

給
の
導
入
、
時
短
な
ど
様
々
な
方
法

で
対
応
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
七

七
年
の
不
況
時
に
松
下
幸
之
助
氏
が

「
不
況
は
人
の
心
が
作
る
も
の
L

と
述

べ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

「
も

っ
と
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に

民
間
セ
ク
タ
ー
に
何
が
で
き
る
か
？

新
し
い
起
業
家
の
役
割
と
は
何
か
？

企

業

責

任

は

ど

の

程

度

が

実

効

的

か

？

政

府

の

政

策

が

ど

の

よ

う

に

変

わ

る

と

役

立

つ

か

？

資

金

を

何

処
か
ら
捻
出
す
る
か
？
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
第

二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
基
調
講

演
を
行
な
っ
た
キ
ヤ
ノ
ン
の
賀
来
会

長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
西
側
に
お
け
る
失
業
増
大
の
主
要

原
因
に
は
、
付
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス

（
黒
字
国
よ
り
赤
字
国
へ
の
失
業
の

輸

出

）

∞

難

民

の

発

生

及

び

流

入

日
資
本
主
義
体
制
の
ひ
ず
み
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
中
で
同
が
最

も
基
本
的
要
因
で
あ
る
。
資
本
主
義

体
制
側
は
社
会
主
義
側
よ
り
、
社
会

保
障
制
度
の
良
い
面
を
取
り
入
れ
、

資
本
主
義
そ
の
も
の
を
永
続
す
る
よ

う
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
や

高
い
社
会
コ
ス
ト
を
賄
う
各
国
政
府

の
能
力
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。
資

本
主
義
自
体
も
修
正
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
失
業
問
題
を
解
決
す

る
に
は
、
付
に
対
し
て
は
、
黒
字
国
、

赤
字
国
と
も
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
解

消
に
努
力
す
る
。

ωに
対
し
て
は
、

難
民
を
出
し
て
い
る
国
の
生
活
水
準

を
上
げ
、
か
つ
自
助
努
力
を
高
め
る

前
向
き
な
援
助
を
行
う
。
国
に
つ
い

て
は
、
「
径
」
と
に
狂
奔
」
す
る
よ

－
日
本

賀

来

龍

三

郎

金

子

保

久

松
下
電
器
産
業
海
外
部
門
東
京
担
当
副
理
事

no 
唱
E
ム

C
R
T
ベ
ル
リ
ン
中
閉
会
議
参
加
者

一
九
九
四
年
二
月
二
日
（
水
）

i
五
日
（
土
）

（
C
R
T
メ
ン
バ
ー
）

園
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
ド
イ
ツ
）

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
パ
ウ
ア

l
博
士

M
S
T
社
社
長
、
シ
l
メ
ン
ス
元
取
締
役

ラ
イ
ン
八
ル
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

ブ
ラ
ン
コ
社
会
長

フ
リ
ー
に
’
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ッ
ク

シ
ョ
ッ
ク
社
社
長

（
イ
ギ
リ
ス
）

ネ
ビ
ル
・
ク
ー
パ
l
夫
妻

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
長

ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ク
ス化

学
産
業
協
会
専
務
理
事

ジ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ
ン
ク
フ
ェ
ル
ド

プ
リ
コ
ア
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
会
長

（
フ
ラ
ン
ス
）

ジ
ョ
ン
・
ル
・
デ
ル
ス

金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
元
世
界
銀
行
役
員

オ
リ
ビ
工
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営
大
学
院
副
理
事
長

－
ア
メ
リ
カ

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
二

l

A
D
C
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
会
長

ウ
ォ
ル
タ
ー
－
ホ
ー
ド
リ

i
博
士

フ
l
パ
l
研
究
所
シ
ニ
ア
フ
エ
ロ
l
、
パ
ン
ク
オ

プ
ア
メ
リ
カ
元
副
頭
取
兼
チ
l
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

ジ
工
イ
ム
ズ
・
八
ウ
工
ル
夫
妻

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授

ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
キ
ー
ス

プ
ル
デ
ン
シ
ヤ
ル
保
険
副
会
長

ロ
パ
ー
ト
・
マ
ク
レ
ガ

l

ミ
ネ
ソ
タ
企
業
責
任
セ
ン
タ
ー
所
長

ジ
工
イ
ム
ズ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー

パ
ン
ナ
ム
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
元
会
長

口
ジ
ャ
ー
－
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

セ
ン
ト
・
ト
l
マ
ス
大
学
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
・
フ

エロ
l
、
元
ス
タ
l
・
ト
リ
ビ
ュ
l
ン
紙
社
主

口
ン
・
ウ
工
｜
パ
｜

3
M
ド
イ
ツ
社
専
務

キ
ヤ
ノ
ン
会
長

旧
東
欧
側
参
加
者
）

（
ド
イ
ツ
、

（
ド
イ
ツ
）

テ
イ
口
・
グ
ラ
｜
フ
・
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
博
士

ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長

ホ
ル
ス
ト
・
八
二
力

A
B
B
社
ベ
ル
リ
ン
、
新
連
邦
州
地
区
担
当
取
締
役

ヴ
ェ
ル
ナ
l

・
八
ウ
工
ン
ヘ
ル
ム
博
士

ベ
ル
ブ
ン
ド
ネ
ッ
ツ
・
ガ
ス
技
術
取
締
役

ホ
ル
ス
ト
・
八
ー
レ
マ
ン
博
士

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
東
方
担
当
支
配
人

ル
ッ
ツ
・
ホ
フ
マ
ン
博
土

ド
イ
ツ
経
済
研
究
所
所
長

デ
ト
レ
フ
・
ク
ネ
ヒ
テ
ル

モ
デ
ル
ネ
・
パ
ウ
エ
レ
メ
ン
テ
・
ク
ネ
ヒ
テ
ル
顧

問
会
議
議
長

ク
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ラ
デ
ン
ド
ル
フ
博
士

ド
イ
ツ
・
パ
ゴ
ン
パ
フ
取
締
役

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
グ
ラ
｜
フ
・
マ
ト
ゥ
シ
ユ
力
伯
爵

マ
ト
ゥ
シ
ユ
カ
・
グ
ル
ー
プ
代
表

ヘ
ド
ヴ
ヒ
・
ル
ド
ル
フ
女
史
（
博
士
）

社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

ク
ラ
ウ
ス
・
八
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
シ
ユ
タ
ン
ド
ケ
博
士

O
W
W
A
会
長
、
元
国
連
科
学
技
術
局
長

ク
ラ
ウ
ス
・
ト
ュ
ル
ッ
ク

カ
ル
テ
ン
バ
ッ
ハ
＆
プ
オ
イ
ク
ト
社
国
際
関
係
部
長

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

ボ
l
ダ
ン
・
グ
ル
ッ
ク
マ
ン

ポ
ズ
ナ
ン
経
済
大
学
学
長

（
チ
ェ
コ
）

ヴ
ァ
ク
ラ
フ
・
ジ
ュ
ネ
ク

ケ
マ
ポ
ル
社
会
長
兼
社
長



う
な
人
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
先

決
だ
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
下
、
失

業
を
解
決
す
る
上
で
企
業
は
何
を
為

す
べ
き
か

？

そ
れ
に
は
先
ず
今
体

力
が
弱
ま
っ
て
い
る
企
業
自
身
が
革

新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
務
め
て

地
力
を
高
め
、
過
当
競
争
や
過
少
競

争
を
排
除
し
、
真
に
独
立
し
た
企
業

と
し
て
富
を
創
造
し
、
各
ス
テ

l
ク

ホ

l
ル
ダ

1
に
公
正
に
分
配
す
る
と

い
う
本
分
を
果
た
す
こ
と
だ
。
米
国

企
業
の
よ
う
に
レ
イ
オ
フ
を
す
る
こ

と
で
リ
ス
ト
ラ
を
行
な
う
の
で
は
な

く
、
日
本
企
業
の
よ
う
に
企
業
内
失

業
者
を
で
き
る
限
り
温
存
し
な
が
ら

リ
ス
ト
ラ
に
励
む
こ
と
は
社
会
に
と

っ
て
は
効
率
の
悪
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
社
会
的
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
。
雇
用
の
維
持
、
拡
大
は
企
業
の

大
き
な
社
会
的
責
任
で
あ
る
」

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
生
産
に
適
用

さ
れ
た
時
に
は
職
を
減
ら
す
が
、
市

場
開
拓
に
使
わ
れ
た
時
に
は
職
を
増

や
す
。
新
し
い

、
良
い

、
安
い
製
品

を
創
出
す
る
の
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

役
割

・
コ
ス
ト
を
吸
収
で
き
る
新
し
い
製

品

の

開

拓

用

を

も

た

ら

す

。

イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
市
場
の
開

拓
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
割

・
雇
用
は
景
気
環
境
と
関
連
し
て
お

り
、
耐
久
消
費
財
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産

業
へ
の
移
行
な
ど
産
業
構
造
の
兵
換

が
必
要

・
賃
下
げ
は
最
悪
の
道
。
賃
金
は
コ

ス
ト
要
因
で
あ
る
と
共
に
需
要
要
因
。

個
人
収
入
が
減
れ
ば
個
人
消
費
も
減

る四

ハ
イ
テ
ク
・
低
賃
金
時
代

の
創
造
的
雇
用
創
出

「
将
来
の
ハ
イ
テ
ク
世
界
の
ニ

l
ズ

に
応
じ
て
、
労
働
者
に
や
る
気
を
お

こ
さ
せ
、
訓
練
を
与
え
適
応
さ
せ
る

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
？

投
資
と
生
産
性
の
増
大
は
雇
用
増
大

と
両
立
す
る
か
？
」
と
い
う
テ

l
マ

で
行
わ
れ
た
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

先
ず
政
府
を
初
め
と
す
る
公
的
機
関

の
効
率
ア
ッ
プ
の
必
要
性
が
説
か
れ

た
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
経
営
や

シ
ス
テ
ム
開
発
の
教
育
に
力
を
注
ぐ

と
共
に
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
地
域
と
の
調
和
の
技
術
も
提

供
し
て
い
く
使
命
が
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
職
能
訓

練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
個
々
の
専

日
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門
技
術
を
修
得
す
る
前
に
先
ず
経
営

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

給
与
の
2
%
を
訓
練
に
充
て
れ
ば
免

税
措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。
ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の

変
化
と
同
僚
に
人
間
関
係
の
変
化
に

も
急
速
な
変
化
が
起
き
て
お
り
、
新

し
い
政
策
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な

く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
行
な
う
な
ど
、

新
し
い
対
応
の
必
要
も
指
摘
さ
れ
た
。

「
西
側
の
産
業
シ
ス
テ
ム
は
雇
用
創

出
の
ニ
1
ズ
に
ど
こ
ま
で
対
応
で
き

る
か

？

将
来
に
危
険
は
無
い
か
？

経
営
原
則
は
ど
う
や
っ
て
違
い
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
と
多
国
間
協
力
の
必

要
性
」
と
い
う
テ

l
マ
で
行
わ
れ
た

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
先
ず
賃
金

に
対
す
る
社
会
コ
ス
ト
の
高
さ
（
ド

イ
ツ
卯
%
、
ス
イ
ス
ロ
%
、
イ
タ
リ

1
1
2
0
%
）
が
競
争
力
を
弱
め
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
又
失
業

問
題
は
、
単
に
失
業
者
ば
か
り
で
な

く
、
職
に
就
く
機
会
が
ま
だ
一
度
も

与
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
若
者
、
早

期
年
金
生
活
者
な
ど
働
く
意
志
が
あ

っ
て
も
働
け
な
い
多
く
の
層
を
含
ん

で
お
り
、
こ
れ
は
人
の
尊
厳
を
奪
っ

て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
社

会
か
ら
排
除
さ
れ
た
働
か
ざ
る
人
に

多
く
の
コ
ス

ト
を
支
払
う
よ
り
も
、

人
に
意
味
あ
る
仕
事
を
与
え
て
社
会

を
共
に
担
っ
て
も
ら
う
ほ
う
が
建
設

的
対
応
で
あ
る
。

政
府
規
制
の
緩
和
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
国
の
介
入
の
抑
制
、
民
営
化

の
促
進
な
ど
に
力
が
注
が
れ
る
べ
き

で
、
か
つ
て
は
寡
占
的
恐
竜
と
呼
ば

れ
た
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
テ
レ
コ
ム

（
B
T
）
が
民
営
化
後
世
界
的
企
業
に

発
展
し
、
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
た

例
が
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
の
中
間
会
議
で
明
か
に
な
っ

た、

ハ
イ
テ
ク

・
高
賃
金
時
代
か
ら

ハ
イ
テ
ク

・
低
賃
金
時
代
へ
の
変
遷

の
中
で
の
雇
用
創
出
な
ど
の
課
題
に

は
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

（

終

）

・！日東独の科乍技術や技能のレベ／νの尚きを説明するベルリン l：院l産業妓術-tn
当ノールペルト・マイスナ一議U（ベルリンrli庁舎にて）

事
務
所
近
況

Aμ

．旧東欧指導者の教育プログラムを幅広 〈行なっている求問経済アカデミー
(OWWA）で聞かれた円卓会議

－
若
者
向
け
M
R
A新
マ
ガ
ジ
ン
創
刊
迫
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
M
R
A
の
若
手
が
中

心
と
な
り
、

M
R
A
の
新
し
い
若
者
向
け
マ

ガ
ジ
ン
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

誌
（
G
E
）
の
七
月
十

一
日
の
創
刊
に
向
け

た
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
動
き
を
若
者
の
視
点
か
ら
捉
え
、

活
発
な
意
見
交
換
を
目
指
す
G
E
は
年
四
回

発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
世
界
各
地
の
情
勢

を
現
地
の
生
の
声
で
伝
え
る
ワ
ー
ル
ド
・
ア

イ
、
共
通
の
テ

l
マ
に
つ
い
て
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
意
見
を
交
わ
す
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
シ
ン
ク
・

リ
ン
ク
、
漫
画
や
詩
、
話
題
の
映
画
や
音
楽

を
紹
介
す
る
ク
リ
エ
！
テ
ィ
プ
・
エ
ク
ス
チ

ェ
ン
ジ
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
す
。

日
本
で
も
年
間
千
八
百
円
（
送
料
込
み
）

で
講
読
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

－
第
十
八
回
M
R
A国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

来
る
十
月
八
日
（
土
）
よ
り
十
七
日
（
月
）
に

か
け
て
、
第
十
八
回
M
R
A
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
総
合
テ

l
マ
）
「
道
義
国
家
を
目
指

し
て
｜
共
に
生
き
、
幸
せ
を
分
か
ち
あ
う
た

め
に
」
が
、
小
田
原
で
の
国
際
会
議
（
十
月

八
日
（
土
）
i
十
日
（
月
）
）
を
皮
切
り
に
、
東

京
、
浦
和
、
神
戸
等
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
特

に
今
回
は
小
田
原
と
東
京
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
小
田
原
は
十
月
九
日
、
東
京
は
十
月

十
二
日
の
予
定
）
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
せ
は
事
務
局
ま
で
お
願
し
ま

す
。
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